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2023年4月東海3県で専門医は約160名であるが、そのうち遺伝性腫瘍のｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
を受入れる専門医は20名に過ぎない(学会HPより)。遺伝性腫瘍にも十分対応でい
る専門医の養成を目指す。毎年の新規受入れ目標を8名と設定し、今後5年間で医
師40名を受け入れる。さらに、本ｺｰｽ修了者の認定試験合格率70%を目指す(2022
年度全体の合格率54％)。

・臨床遺伝専門医の取得を目的とする医師は,自ら担当または陪席した遺伝ｶｳﾝｾﾘ
ﾝｸﾞ20例以上(周産期,小児期,成人期,腫瘍の各領域を含み,3症例以上は自ら担当)
のﾚﾎﾟｰﾄ提出で修了認定。
・臨床遺伝専門医の取得を目的としない医師及び医師以外の履修生には、希望が
あれば修了認定を行う。「つるまい遺伝塾」主催の系統講義12回のうち2分の1以
上の受講及び「つるまい遺伝塾」6回以上の出席により認定する。

・「つるまい遺伝塾」では遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを担当した医師による症例提示と検討会
を毎月ｵﾝﾗｲﾝ開催する。患者情報を扱うため3省2ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠する。
・遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞは名古屋大学病院遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室で認定遺伝ｶｳﾝｾﾗｰまたは臨床遺
伝専門医同席で対面で行う。担当症例を「つるまい遺伝塾」で発表。
・系統講義は「つるまい遺伝塾」主催で毎月ｵﾝﾗｲﾝで開催する。
・系統講義は系統的な臨床遺伝学に加えて全ｹﾞﾉﾑ解析を含めたがんの臨床遺伝学
の講義を含む(全12ｺﾏ)。臨床遺伝専門医認定試験のﾚﾍﾞﾙを目安にする。【講義内
容】臨床遺伝学の基礎知識,染色体の構造と染色体異常,体細胞分裂・減数分裂，
変異,DNA損傷修復,ｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｸｽ,ﾒﾝﾃﾞﾙの法則,顕性遺伝潜性遺伝,ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ遺伝,X
連鎖遺伝,遺伝率,集団遺伝,家系図の描き方,ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ法,出生前着床前診断,遺伝
学の歴史,がん遺伝子ﾊﾟﾈﾙ検査,ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ等。

臨床遺伝専門医(日本人類遺伝学会)、遺伝性腫瘍専門医(日本遺伝性腫瘍学会)の
研修施設として認定。

・臨床遺伝専門医の資格取得を目指すｺｰｽである。本ｺｰｽでは周産期・小児など本
来は腫瘍を専門としない履修生が腫瘍に関連する臨床遺伝学のより高度・先進的
な知識・技術を学ぶことができるのが特色である。
・講義をｵﾝﾗｲﾝ化してｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信することで参画大学の医師を中心に、広く東
海地域の医療者が参加できる。
・実症例の検討会によってより実践的な遺伝医療の教育ができる。
・看護師、薬剤師、認定遺伝ｶｳﾝｾﾗｰ及びそれを目指す人材、医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰをは
じめ遺伝医療のﾁｰﾑ医療を担うさまざまな医療職が参加できる。

名古屋大学附属病院ｹﾞﾉﾑ医療ｾﾝﾀｰ及び臨床遺伝専門医(担当15名)・指導医(2
名)・認定遺伝ｶｳﾝｾﾗｰ(3名常勤)が運営の中核となる。

臨床遺伝専門医(日本人類遺伝学会)、遺伝性腫瘍専門医(日本遺伝性腫瘍学会)を
取得して、がんｹﾞﾉﾑ医療連携病院をはじめ地域の医療機関で、広く臨床遺伝に従
事しつつ、がんｹﾞﾉﾑ医療と個別化医療の推進・啓発に貢献する。

遺伝医学と遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの高度・先進的な知識・技術をもち質の高い遺伝医療を
提供する人材。特にがん遺伝子ﾊﾟﾈﾙ検査ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾊﾟﾈﾙの中でｹﾞﾉﾑ情報に基づくが
ん個別化医療を実践し、未発症者のｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽや先制医療等の予防医療にも精通し
実践する人材。医師は日本人類遺伝学会認定臨床遺伝専門医。

教育プログラム・コースの概要

名古屋大学大学院医学系研究科（総合医学専攻）

臨床遺伝「つるまい遺伝塾」コース（インテンシブ）

医師(歯科医師、看護師、薬剤師、放射線技師、医学物理士、理学療法士、作業
療法士、検査技師、ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、ｶｳﾝｾﾗｰ等も聴講できる)

医師は3年以上、その他は制限なし


